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春の気配が少しずつ感じられる中、芦屋中学校では第 7９回卒

業証書授与式（３月１２日）に向けた準備が進んでいます。これ

まで本校から巣立っていった卒業生は 17,８７０名。今年もま

た、1１４名の 3 年生が、それぞれの夢や希望を胸に、新たな一

歩を踏み出そうとしています。卒業式は、一日の行事でありなが

ら、そこに至るまでの多くの想いや支えによってつくられるもの

です。先日、美化委員会を中心に、1・2 年生のボランティアが体

育館前を彩る花のプランターづくりに取り組みました。放課後の冷たい空気の中、生徒たちは

互いに声を掛け合いながら、先輩を送り出す準備を心を込めて進めていました。 

今、体育館前には、そのとき植えられた花々が美しく咲き、卒業式

の日を静かに待っています。卒業式は、別れの場であると同時に、新

しい未来への出発の場です。先輩を思う後輩たちの気持ち、支えてく

ださった多くの方々への感謝、そしてこれまでの日々が重なり、心に

残る一日となることでしょう。咲き誇る花々のように、芦中で育んだ

日々は、これからもそれぞれの歩む道をそっと照らし続けてくれるは

ずです。その未来を思い描きながら、卒業証書授与式の日を迎えたい

と思います。＊お花の代金は PTA 会費から支出いただいております。ありがとうございます。 

 

 

給食センターへ、各クラスからの感謝状を贈りました。 

給食は、ただの食事ではなく、生徒たちにとって学校生活を支える大切な時間
です。給食センターの皆様の見えないところでのご尽力や、子どもたちへの思い

が、一食一食に込められていることを改めて感じました。 
３年生は卒業を前に、「もう食べられなくなるのが寂しい」という声が数多く寄せ

られていました。それは、給食がどれほど愛されてきたかを物語っています。 
【生徒たちの声】（一部抜粋） 

〇９年間、おいしい給食をありがとうございました。給食のおかげで午後の授業も頑張ることができました。 
〇栄養バランスを考えた給食のおかげで、心も体も成長できました。 

〇芦屋の給食は本当においしく、高校生になって食べられなくなるのが残念
です。どうかお体に気を付けて、これからも頑張ってください。 

〇給食は一日の楽しみで、毎月の献立を見るのが楽しかったです。 
〇いつも温かい給食がうれしかったです。クラムチャウダーとカレーが大好き

でした。 
〇９年間ありがとうございました。これからも健康的な食事を心がけていきた

いと思います。 
給食センターの皆様が届けてくださっているのは、料理だけではありません。子どもたちの毎日に寄り添

う温かさと優しさです。心より感謝申し上げます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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《 文責 ：石松 誠 》 

芦中生から給食センターへ感謝状    
～毎日の給食が、私たちの力になっています～ 

 

第 79回卒業証書授与式に向けて 
～花とともに、想いがつながる卒業までの時間～ 



 
 

 
 
３年生が、美術の時間において古印づくりに取り組みました。はじめに、芦屋釜

の鋳物師、樋口様より、「芦屋釜」の歴史や伝統についてお話をしていただきまし
た。南北朝時代頃（14 世紀半ば頃）から名品として知られた芦屋釜が、地域の誇
りとして受け継がれていることを学びました。その後、生徒たちは自分が選んだ一
文字（金文…古代中国の青銅器に鋳込まれた文字）を鋳型に掘り、溶かした錫（す
ず）を型に流し入れて古印を制作しました。一文字一文字に思いを込め、真剣な表
情で取り組む姿が印象的でした。地域の伝統文化に直接触れる貴重な体験を通し
て、ふるさと芦屋への誇りを深める時間となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
皆さんは「タイガーマスク」を知っていますか。 
正体を明かさず、そっと善意を届ける――それは名もなきヒーローの姿です。 
先日、芦屋町の方から一本の電話をいただきました。 
22 日（日）のことです。 
その方がプラスチックごみを袋に入れて運んでいたところ、袋からばらばらと

道路に落ちてしまったそうです。すると、近くにいた数人の男子中学生がさっと
駆け寄り、散らばったプラスチックごみを拾い集め、袋に入れ直し、さらに、ま
た落ちないようにと、きちんと結び直してくれたとのことでした。 
その方は、「拾ってくれたことはもちろんうれしかったのですが、また落ちな

いようにと最後まで丁寧に結んでくれたことが、特にうれしかった」と話しておられました。 
翌日、私はその行動をぜひ褒めたいと思い、担任の先生に「該当する生徒は校長室に来るよう

に」と伝えていただきました。ところが…数日経っても、誰一人として名乗り出る生徒はいませ
んでした。 
誰かに認めてもらうためではなく、当たり前のこととして自然に行動する。その姿に、私は何

とも言えないかっこよさを感じました。 
芦中生の中に、また一人、いや数人の“タイガーマスク”がいたことをとても嬉しく思います。 
 

＊タイガーマスク…本作はプロレス物語にとどまらず、「本当の強さ」や「人の生き方」を問いかけ、見返りを求めない善意
を描いた作品です。また、2010年頃には「伊達直人」（だてなおと）の名で児童養護施設等へ「ランドセル」などを寄付す
る人が全国に現れ、現実社会にもその精神が広がりました。勇気と優しさの象徴として、今も語り継がれている存在です。 
 

 

1日 日  １7日 火 進路学習会（２年生） 
２日 月 あいさつ運動 １8日 水 クラスマッチ（１年生） 
３日 火 読み聞かせ（２年生）クラスマッチ（２年生） １9日 木 公立高校合格発表 
４日 水 放課後塾 20日 金 春分の日 
５日 木  21日 土  
６日 金 ５校時まで（部活動なし） 22日 日 レインボーコンサート♪ 
７日 土  23日 月  
８日 日  24日 火 修了式 
９日 月  25日 水  
１０日 火 公立高校一般入試 26日 木  
１１日 水 公立一般入試（個性重視特別試験） 修了式（３年生） 27日 金  
１２日 木 第７９回卒業証書授与式 28日 土  
１３日 金  ２９日 日  
１４日 土  ３０日 月  
１５日 日  ３１日 火  

１６日 月 あいさつ運動    みらいふ（１年生）   R8年度の始業式は４月７日（火）です。 

一文字に込めた、ふるさとへの誇り 
～芦屋釜の歴史に触れ、シビックプライドを深める古印制作～ 

名もなきヒーローたち～芦中に現れた“タイガーマスク”～ 

3月の主な行事 


